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これからも職場で発生する問題解決をめざすと共

に、ＪＲ東日本で働く私たちの労働条件の維持、

改善、向上にむけて、取り組みを進めていきます！ 

ＪＲ東日本労働組合 

発責 教育・広報部 

2021年 10月 1日 №361 

 

 

 

ＪＲ東日本は4月28日

に「2020年度期末決算」

を発表しました。単体決

算では新型コロナウイル

スの影響を受けて営業収

益（11,841 億円／対前年

△8,769 億円）、運輸収入

（9,543 億円／同△8,385

億円）が 2期連続の減収、

かつ過去最低を記録。期

末決算としては初めて営

業損失（△4,785 億円）、

経常損失（△5,177億円）、

当期純損失（△5,066 億

円）を計上しました。 

期末決算の発表を受

け、各マスコミは「ＪＲ

東日本 民営化後 初の赤

字」「ＪＲ東日本、21年 3

月期は5,779億円の赤字」

など、センセーショナル

な見出しで報じていま

す。 

 

 

 

会社は同時に「変革の

スピードアップのための

投資計画」（2021 年度設

備投資計画）を発表しま

した。「変革 2027」の早

期実現に向けて、収益力

向上に資する成長投資を

積極的に実施していくほ

か、業務改革などに資す

る充填枠投資を着実に実

施するとしています。 

 

東日本ユニオンは「労使間の取扱いに関する協約」「労働条件に関する協約」に

ついて、2021年 10月 1日から向こう 3年間有効の新たな協約を締結しました。 

協約の締結により、出向期間や待命休職時の取り扱い、各種苦情の申告、組合掲

示板を通じた周知・宣伝・告知など、東日本ユニオンの組合員であることで様々な

権利を有します！ 

＜労使間の取扱いに関する協約＞ 第 1章 総則 第 1 条（目的） 

 東日本旅客鉄道株式会社とＪＲ東日本労働組合は、信義誠実の原則に従って健全

な労使関係を確立し、もって社業の発展及びこれを基礎とした労働条件の維持向上

を図ることを目的とし、この協約を締結する。 

＜労働条件に関する協約＞ 第 1章 総則 第 1条（協約の目的） 

 東日本旅客鉄道株式会社とＪＲ東日本労働組合は、社員たる組合員の労働条件に

関して、この協約を締結する。 


